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ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

「ただいま」を・・・会社も家族も待っています

事故ゼロは、私達の誇りです

燃料高騰 アイドリング時間を短く、省燃費運転

《市街地･住宅街 交差点事故に注意》
歩行者･自転車との事故防止のため、スピードダウンと安全確認

※ 「バック確認OK 」

※ 「交差点確認OK 」

※ 「積み降ろし確認OK 」

※ 「見落とし」を、無くせば･･･「事故は無くなる」

※ 「だろう運転」から「かもしれない運転」を心掛けましょう

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう
○ 「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと 『逃げ場』の確保
○ ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

見直そう 「慣れ」の運転・ 「慣れ」の作業

早朝５時 信号交差点 乗用車に追突され
自転車の78歳男性、死亡

◇『早朝』・・・歩行者・自転車が、「いるかもしれない」、かもしれない運転で事故防止◇
２０２２／４／２６（火） １６：２７

２６日午前５時ごろ、埼玉県の県道の信号交差点で、男性（７８）の自転車が乗用車に追突され、男性は頭などを
打ち搬送先の病院で死亡が確認された。警察は、乗用車を運転していた会社員の男性容疑者（４５）を現行犯逮捕
。容疑を過失致死に切り替えて調べている。警察によると、容疑を認めている。

どちらかが、センターラインはみ出し
軽乗用車と乗用車が正面衝突

軽乗用車の73歳男性が死亡
◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在 はみ出し、正面衝突事故防止◇

２０２２／４／２５（月） １９：３５
２５日午前１１時ごろ、山口県の国道で乗用車と、対向車線を走っていた軽乗用車が正面衝突した。この事故で軽

乗用車を運転していた男性（７３）が全身を強く打ち、搬送先の病院で死亡が確認された。乗用車を運転していた
７０代の男性にけがはないという。警察では、どちらの車両がセンターラインをはみだしたかなど調べている。

踏切内 列車と乗用車が衝突
遮断機下りた状態だった

乗用車の男性は、「考えごとしていた」
◇踏切待ち中 スマホ操作はやめましょう◇

◇踏切手前 確実な『一旦停止』と、左右の安全確認、先詰まりに注意◇
２０２２／４／２６（火） １２：０６

２６日午前９時１７分頃、宮城県のＪＲの踏切内で列車と乗用車が衝突した。警察によると列車の乗客と乗員４９
人と車を運転していた男性（７０代）にけがはなかった。事故当時、遮断機は下りた状態だった。警察によると車
の男性は「考えごとをしていた」と話しているという。事故の影響でＪＲは一部区間で一時運転を見合わせた


